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写真上から記念碑の文字、除幕式、バラ園

　
「
公
益
社
団
法
人
」
と
「
一
般
社
団
法
人
」
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
ー
半
世
紀
以
上
も
社
団
法
人
と

し
て
存
続
し
て
き
た
有
信
会
が
い
ま
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
法
改
正
に
伴
っ
て
今
後
五
年
以
内

に
進
路
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
川
畑
懿
子
理
事
長
を
委
員
長
と
す

る
「
移
行
検
討
委
員
会
」
を
一
月
末
に
設
置
、
本
格
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

同
窓
会
活
動
や
り
や
す
い
の
は
？

４
８
０
株　

５
月
ご
ろ
満
開
へ

　

母
校
創
立
七
十
五
周
年
を
記
念
し
て
有
信

会
が
大
学
に
贈
る
バ
ラ
園
の
贈
呈
式
が
一
月

五
日
、
本
館
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
完
成
し

た
バ
ラ
園
は
本
館
中
庭
ロ
ー
タ
リ
ー
部
と
Ａ

棟
前
広
場
の
二
カ
所
。「
愛
」
の
花
言
葉
を

持
つ
バ
ラ
四
十
種
四
百
八
十
株
が
植
栽
さ
れ

た
。
卒
業
生
た
ち
へ
お
披
露
め
が
予
定
さ
れ

て
い
る
五
月
十
七
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
ご
ろ
に
は
満
開
に
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

は
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
そ
う
だ
。 　

有
信
会
が
現
在
の
社
団
法
人

の
許
可
を
受
け
た
の
は
昭
和

二
十
九
年
。五
十
五
年
も
前
で
、

社
団
法
人
の
同
窓
会
は
全
国
で

　

贈
呈
式
に
は
、
母
校
か
ら
衛

藤
学
長
を
は
じ
め
各
副
学
長
や

事
務
局
長
な
ど
、
有
信
会
か
ら

も
川
畑
理
事
長
、
各
副
理
事
長

ら
が
出
席
。
川
畑
理
事
長
が
衛

藤
学
長
へ
目
録
を
手
渡
し
た
。

「
バ
ラ
園
は
学
内
や
地
域
の
癒

し
と
輝
き
の
空
間
に
な
り
ま

す
。
有
信
会
も
さ
ら
に
輝
い
て

く
だ
さ
い
」
と
衛
藤
学
長
が
お

礼
の
言
葉
。

　

続
い
て
中
庭
ロ
ー
タ
リ
ー
部

で
記
念
碑
の
除
幕
式
。
衛
藤
学

長
と
馬
本
副
学
長
、
川
畑
理
事

長
と
井
口
名
誉
理
事
長
が
紅
白

の
ロ
ー
プ
を
引
い
た
。
記
念
碑

は
赤
御
影
石
製
。
大
学
側
が
命

名
し
た
「
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
」
の
文
字
が

く
っ
き
り
。
施
工
業
者
側
か
ら

の
概
要
説
明
も
あ
っ
た
。

　

中
庭
ロ
ー
タ
リ
ー
部
の
バ
ラ

園
は
円
形
。
六
方
向
か
ら
中
に

入
れ
る
。
通
路
に
は
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
や
ベ
ン
チ
、
照
明

灯
な
ど
も
あ
る
。
Ａ
棟
前
広
場

の
バ
ラ
園
は
長
方
形
。
い
ず
れ

も
バ
ラ
苗
に
は
種
類
な
ど
の
表

示
も
あ
る
。
肥
料
、
消
毒
、
せ

ん
定
な
ど
管
理
す
れ
ば
年
三
回

の
開
花
が
見
込
め
る
が
、
今
後

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
全
て

母
校
が
負
担
す
る
と
い
う
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
移
行
の
認
定
・
認
可
ま
で

の
猶
予
期
間
は
平
成
二
十
五
年

十
一
月
末
ま
で
。

　

同
窓
会
活
動
を
最
も
や
り

や
す
い
の
は
ど
ち
ら
か
。「
公

も
数
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
昨

年
十
二
月
一
日
か
ら
公
益
法
人

制
度
改
革
三
法
が
施
行
さ
れ
、

「
公
益
」
か
「
一
般
」
へ
移
行

益
」
を
選
べ
ば
、
保
有
資
金
は

現
状
の
ま
ま
で
い
い
も
の
の
公

益
目
的
の
事
業
展
開
な
ど
規
制

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。「
一
般
」

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
同
窓
会

活
動
が
行
え
る
が
、
資
産
の
ゼ

ロ
化
を
求
め
ら
れ
そ
う
。
い
ず

れ
も
一
長
一
短
が
あ
る
。

　

移
行
検
討
委
員
会
は
理
事

長
、
名
誉
理
事
長
、
副
理
事
長
、

各
委
員
長
ら
メ
ン
バ
ー
十
二
人

で
構
成
。
法
解
釈
に
伴
う
分
析

な
ど
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

支部長会、代議員総会、講演会も
会
員
大
会
は
６
／
27
（
土
）

「公益」か
「一般」か

　

有
信
会
活
動
の
充
実
と
会
員
の
親
睦
を
強
め
る

平
成
二
十
一
年
度
会
員
大
会
が
六
月
二
十
七
日

（
土
）、
福
岡
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
博
多
で
開
か
れ
る
。
支
部
長
会
ー
代
議
員
総

会
ー
講
演
会
ー
大
会
・
懇
親
会
と
、
当
日
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
に
組
ま
れ
て
い

る
。

　

支
部
長
会
は
午
後
一
時
か
ら
約
一
時
間
半
。
代

議
員
総
会
は
同
二
時
四
十
五
分
か
ら
。
二
十
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
役
員
・
代
議
員
選
任

の
審
議
、
議
決
を
行
う
。
今
回
大
会
の
目
玉
は
同

四
時
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
講
演
会
。
母
校
が
創

立
七
十
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
計
画
し
て
い
る

講
演
会
シ
リ
ー
ズ
（
五
回
）
の
第
三
回
目
と
し
て

著
名
人
を
講
師
に
予
定
し
て
い
る
。
懇
親
会
へ
の

会
員
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
会
費
五
千
円
。

バ
ラ
園
贈
呈
式
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バ
ト
ン
を
握
る
こ
と
十
八
年
で
世
界
の
頂
点
へ
ー

母
校
経
済
学
部
四
年
生
の
中
村
麻
美
さ
ん
が
、
世
界

二
十
二
カ
国
か
ら
参
加
し
た
第
四
回
Ｗ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（
世
界

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ

で
見
事
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
技
と
美
を
競
う
世

界
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
四
年
連
続
で
出
場
、
や
っ

と
夢
を
果
た
し
た
。「
卒
業
後
も
就
職
せ
ず
に
連
覇
を

目
指
し
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

母
校
商
学
部
三
年
生
が
各
種
資
格
試
験
の
中
で
も

「
狭
き
門
」
と
さ
れ
る
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し
た
。

昨
年
十
一
月
の
発
表
で
難
関
を
突
破
し
た
の
は
今
吉
勝

也
さ
ん
。
学
部
事
務
室
で
も
「
在
学
中
に
合
格
し
た
の

は
初
め
て
で
は
な
い
か
」
と
い
う
快
挙
。
す
で
に
福
岡

市
内
の
大
手
監
査
法
人
で
実
務
経
験
を
始
め
て
お
り
、

近
い
将
来
に
は
「
自
分
の
事
務
所
も
持
ち
た
い
」
と
夢

は
広
が
る
。
な
ん
と
も
ビ
ッ
グ
な
現
役
学
生
だ
。

中村麻美さん
（経 4 年生）

今吉勝也さん
（商 3 年生） バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
で
世
界
一

３
年
生
で
公
認
会
計
士
に
合
格

　

同
大
会
は
第
一
回
が
ア
メ
リ

カ
、
そ
の
後
は
イ
タ
リ
ア
、
カ

ナ
ダ
、
今
回
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
昨
年
八
月
に
行
わ
れ
た
。
中

村
さ
ん
が
優
勝
し
た
の
は
、
一

本
の
バ
ト
ン
を
使
っ
て
ス
ピ
ー

ド
や
難
易
度
を
競
う
ソ
ロ
ト

ワ
ー
ル
。
二
十
歳
以
上
が
出
れ

る
ア
ダ
ル
ト
部
門
で
世
界
の
強

豪
約
三
十
人
が
出
場
し
た
。

　

約
一
分
半
の
課
題
曲
に
合
わ

せ
て
三
つ
の
演
技
を
行
う
。
バ

ト
ン
を
高
さ
十
五
〜
二
十
㍍
も

放
り
上
げ
、
体
を
回
転
さ
せ
て

キ
ャ
ッ
チ
す
る
技
な
ど
難
し
い

も
の
ば
か
り
。
決
勝
戦
で
は
他

の
人
の
演
技
を
見
ず
に
集
中
力

を
高
め
た
。
採
点
結
果
は
十
点

満
点
の
九
・
二
点
。「
九
点
台
が

目
標
だ
っ
た
の
で
、
飛
び
跳
ね

る
思
い
で
し
た
」。

　

大
阪
生
ま
れ
。
バ
ト
ン
を
初

め
て
握
っ
た
の
は
四
歳
、
幼
稚

園
の
時
か
ら
。
父
親
・
幸
弘
さ

ん
（
工
51
）
の
転
勤
に
伴
っ
て

小
学
五
年
で
福
岡
へ
。
精
華
女

子
高
か
ら
大
学
に
入
っ
て
も
バ

ト
ン
漬
け
の
毎
日
。
長
沢
裕
美

Ｂ
ｉ
ｇ　
　
　

現
役
学
生　
　
　

ビ
ッ
グ

　

同
試
験
の
出
願
者
は
全
国
で

二
万
千
百
六
十
八
人
。
ま
ず

マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
が
あ
り
、
三

カ
月
後
に
論
文
試
験
が
行
わ
れ

た
。
論
文
は
財
務
管
理
会
計
、

監
査
論
、
企
業
法
、
租
税
法
、

そ
れ
に
経
営
学
。「
い
つ
も
ど

お
り
に
書
け
た
」
と
自
信
は

あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
発
表
ま

で
は
長
か
っ
た
。

　

公
認
会
計
士
試
験
に
は
母
校

か
ら
も
毎
年
、
卒
業
生
な
ど
が

挑
戦
し
て
い
る
。
必
死
に
勉
強

し
て
も
卒
業
後
数
年
か
か
る
。

最
近
で
は
母
校
出
身
者
一
、二

人
が
合
格
し
て
い
た
。
今
回

の
合
格
者
は
九
州
地
区
で
計

百
二
十
九
人
。
母
校
か
ら
は
今

吉
さ
ん
一
人
だ
け
だ
っ
た
。

　

九
産
大
付
属
九
州
高
時
代
は

高
校
球
児
だ
っ
た
。
二
年
生
の

時
に
ヒ
ジ
を
痛
め
て
野
球
を
断

念
。
雑
誌
で
会
計
士
の
こ
と
を

知
り
、
独
学
で
簿
記
の
勉
強
か

ら
始
め
た
。
福
岡
大
へ
進
学
し

た
の
は
「
先
生
方
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

組
み
方
が
最
適
だ
っ
た
か
ら
」

子
バ
ト
ン
ス
タ
ジ
オ（
福
岡
市
）

に
所
属
。
平
日
で
五
時
間
、
休

日
は
十
二
、三
時
間
も
練
習
に

打
ち
込
む
。

　

身
長
一
五
九
㌢
。
体
重
は

「
ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン
な
ど
甘
い

も
の
が
大
好
き
で
困
っ
て
い
ま

す
」。
ベ
ス
ト
は
五
〇
㌔
。
ス

タ
ジ
オ
で
は
小
学
生
十
数
人
に

バ
ト
ン
指
導
も
行
っ
て
い
る

が
、
大
学
卒
業
を
前
に
「
母
校

に
バ
ト
ン
部
を
創
り
た
い
」。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
、
笑
顔
、

笑
顔
、
笑
顔
。
表
情
か
ら
ひ
と

と
き
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
。
ポ

ニ
ー
テ
ー
ル
が
似
合
う
明
る
い

女
性
。

と
い
う
。

　

大
学
で
は
財
務
会
計
学
の
長

塚
ゼ
ミ
。
自
宅
で
の
勉
強
時
間

は
一
日
ほ
ぼ
十
時
間
。
二
年
に

な
っ
て
専
門
学
校
に
も
通
っ

た
。「
初
め
か
ら
三
年
生
で
合

格
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

た
」
か
ら
猛
勉
強
も
楽
し
か
っ

た
と
か
。

　

二
年
間
の
実
務
経
験
を
積
む

た
め
福
岡
市
中
央
区
の
監
査
法

人
で
働
き
始
め
る
一
方
、
日
本

公
認
会
計
士
協
会
の
実
務
補
習

所
で
三
年
間
の
勉
強
と
修
了
試

験
も
必
要
。
ま
だ
ま
だ
ハ
ー
ド

ル
は
高
く
「
遊
ぶ
時
間
が
あ
り

ま
せ
ん
」
と
少
し
残
念
そ
う
。

　

学
友
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
対

す
る
支
援
金
に
つ
い
て
、
有
信

会
が
全
代
議
員
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

が
ま
と
ま
っ
た
。
有
信
会
は
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
予
算
総

額
一
千
万
円
に
の
ぼ
る
二
十
一

年
度
支
援
金
を
配
分
す
る
。

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
有

信
会
が
平
成
十
七
年
度
か
ら
四

年
間
の
限
定
で
行
っ
て
き
た
学

友
会
強
化
費
・
支
援
金
の
今
後

の
あ
り
方
を
さ
ぐ
る
た
め
に
実

施
し
た
。
五
項
目
の
設
問
調
査

票
を
五
百
六
十
三
人
に
発
送
。

二
八
・
八
％
の
百
六
十
二
人
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　

第
一
問
の
「
支
援
す
べ
き
か

ど
う
か
」
で
は
、「
出
す
べ
き
」

が
七
二
・
八
％
「
出
す
べ
き
で

な
い
」
は
七
・
四
％
と
、
支
援

を
支
持
す
る
意
見
が
圧
倒
的

だ
っ
た
。
第
二
問
の
「
支
援
の

優
先
度
」
で
は
「
体
育
部
会
・

学
術
文
化
部
会
を
公
平
に
」
が

六
〇
％
「
体
育
部
会
優
先
」
は

四
〇
％
。
ス
ポ
ー
ツ
系
へ
の
支

援
金
が
圧
倒
的
だ
っ
た
こ
れ
ま

で
の
あ
り
方
に
否
定
的
な
意
見

が
多
か
っ
た
。

　

第
三
問
は
「
有
信
会
活
動

へ
の
協
力
を
考
慮
す
る
か

ど
う
か
」。「
考
慮
す
べ
き
」

三
八
・
一
％
「
考
慮
し
て
よ

い
」
三
七
・
四
％
。
肯
定
的
な

意
見
は
七
五
・
五
％
に
上
っ

た
。「
考
慮
の
必
要
は
な
い
」

一
一
・
六
％
。
各
ク
ラ
ブ
へ
の

配
分
基
準
に
つ
い
て
は
体
育
、

学
文
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
。

「
ク
ラ
ブ
の
活
動
評
価
を
考
慮

す
る
」
が
六
〇
％
を
超
え
た
。

「
各
ク
ラ
ブ
平
等
に
」
は
約
四

分
の
一
だ
っ
た
。

学友会支援金アンケート

４
歳
時
か
ら
ひ
と
筋

「
母
校
に
部
を
創
り
た
い
」

母
校
は
教
科
が
最
適

監
査
法
人
で
実
務
経
験
へ

「出すべき」七割超
体育・学文は公平に

①
学
友
会
強
化
費
支
援

②
強
化
費
支
援
の
優
先
度

③
有
信
会
活
動
協
力
へ
の
考
慮

考慮すべき　　　38.1％

考慮してよい　　37.4％

考慮の必要なし　12.9％

でちらでも　　　11.6％

出すべき
72.8 ％

出すべきでない
7.4 ％

どちらでも良い
19.75％

体育部会系優先
40％

体育・学文部会公平に
60％

（2）第 129号 有　　　信



父
親
が
小
児
科
医
。
佐
賀
県
立

病
院
で
四
十
年
間
近
く
務
め

た
。
佐
賀
西
高
か
ら
福
岡
大
医

学
部
へ
。
入
学
し
て
特
待
生
に

な
り
、
い
っ
た
ん
納
入
し
て
い

た
入
学
金
な
ど
が
返
っ
て
き

た
。「
あ
の
時
は
両
親
が
喜
び

ま
し
た
ね
」。

　

学
生
時
代
は
恩
師
か
ら
ア
フ

リ
カ
の
実
情
、
中
国
の
一
人
っ

子
政
策
、
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し

始
め
た
エ
イ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
話
を
聞
い
た
。
失
敗
談
も
あ

る
。
四
年
生
の
時
の
精
神
科
試

験
。
答
案
用
紙
に
実
例
を
あ
げ

て
書
き
す
ぎ
た
。
担
当
教
授
は

「
偏
見
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
赤
点
。
再
試
験
を
受
け
て
留

年
の
危
機
を
や
っ
と
逃
れ
た
。

　

卒
業
後
は
九
州
大
病
院
の
小

児
科
医
局
を
経
て
、
青
年
海
外

協
力
隊
に
参
加
。
平
成
元
年
か

ら
二
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ

ウ
イ
に
行
っ
た
。
最
貧
国
と
い

わ
れ
る
土
地
で
簡
単
に
死
ん
で

ン
タ
ー
十
六
階
で
開
い
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
プ
ロ
野
球
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
川
崎
宗
則

選
手
を
招
い
て
「
川
崎
野
球
教

室
」
も
開
催
、
計
六
十
五
人
の

ち
び
っ
子
た
ち
が
参
加
し
た
。

　

母
校
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

（
当
初
・
体
育
学
部
）
が
増
設

さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
。

人
文
学
部
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
健
信
会
は
初
め
て
の
卒

業
生
が
出
た
四
十
八
年
に
発

足
。
平
成
十
年
か
ら
現
学
部
名

に
改
称
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
卒

業
生
数
は
八
千
二
百
人
を
超

す
。

　

総
会
・
祝
賀
会
に
は
母
校
や

有
信
会
か
ら
の
来
賓
も
含
め
て

約
八
十
人
が
出
席
。
田
中
理
事

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
衛
藤

学
長
が
祝
辞
。「
学
部
と
し
て

研
究
・
教
育
の
面
で
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
て
い
る
」。
有
信

会
の
川
畑
理
事
長
は
「
こ
れ
か

ら
も
五
十
周
年
、
百
周
年
を
目

指
し
て
欲
し
い
」
と
祝
っ
た
。

　

ま
た
、
田
口
学
部
長
も
「
健

信
会
は
在
学
生
と
の
絆
を
強

め
、
学
生
に
と
っ
て
は
頼
り
に

な
る
存
在
」
と
感
謝
。
こ
の
あ

と
祝
宴
も
あ
っ
た
。

い
く
子
ど
も
た
ち
の
現
実
を
目

に
し
た
。
予
防
接
種
の
重
要
性

も
思
い
知
っ
た
。

　

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
に

い
た
平
成
六
年
、
今
度
は
Ｗ
Ｈ

Ｏ
や
ユ
ニ
セ
フ
に
協
力
し
て
ラ

オ
ス
へ
。
二
回
に
わ
た
っ
て
計

五
年
間
も
在
住
し
た
。
目
的
は

ポ
リ
オ
の
根
絶
。
こ
こ
で
も
先

進
国
に
よ
る
環
境
破
壊
を
目
の

当
た
り
に
す
る
と
と
も
に
公
衆

衛
生
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。

　

東
大
大
学
院
で
は
医
学
系
研

究
科
国
際
保
健
計
画
学
教
室
を

担
当
。
世
界
や
ア
ジ
ア
の
途
上

国
の
母
親
や
子
ど
も
た
ち
の
健

康
向
上
に
つ
い
て
の
研
究
や
計

画
を
練
っ
た
。昨
年
七
月
に
は
、

海
外
で
の
体
験
や
思
い
を
一
冊

の
本
に
し
て
出
版
。
タ
イ
ト
ル

は
「
小
児
科
医
、
海
を
渡
る
」。

　

奄
美
に
行
け
ば
福
岡
も
近

く
な
る
。
母
校
を
訪
れ
る
機

会
も
増
え
そ
う
。「
卒
業
生
が

二
十
一
、二
万
人
。
心
の
広
い

人
が
多
い
と
思
う
。
優
し
さ
を

地
域
に
活
か
し
て
欲
し
い
」。

趣
味
は
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
カ

メ
ラ
。好
き
な
言
葉
は「
素
心
」。 　

母
校
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
同
窓

会
の
「
健
信
会
」（
田
中
義
孝

理
事
長
）
が
創
立
三
十
五
周
年

を
迎
え
、
記
念
総
会
・
祝
賀
会

を
昨
年
十
二
月
六
日
、
文
系
セ

て
歩
く
こ
と
約
五
分
。
十
四
階

建
て
の
医
学
部
教
育
研
究
棟
の

脇
を
抜
け
る
と
、
目
指
す
ビ
ル

は
す
ぐ
だ
っ
た
。
黒
岩
准
教
授

（
  51  
）
の
部
屋
は
五
階
。
柔
和

で
温
厚
な
顔
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。

　
「
東
大
に
き
て
か
ら
臨
床
を

離
れ
て
い
ま
し
た
。
医
者
は
や

は
り
聴
診
器
を
持
っ
た
方
が
い

い
。
一
人
一
人
の
患
者
と
接
し

て
い
た
い
」。
日
本
の
医
療
シ

ス
テ
ム
崩
壊
が
言
わ
れ
る
中
、

地
方
医
療
は
疲
れ
て
い
る
。「
だ

か
ら
奄
美
医
療
に
行
き
た
い
」。

　

出
身
は
佐
賀
市
。
も
と
も
と

小
児
科
医
、
海
を
渡
る

　

黒
岩
宙
司
著
。
い
そ
っ
ぷ
社

発
行
。
Ｂ
５
版
、
二
五
五
頁
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
僕
が
世
界

の
最
貧
国
で
見
た
こ
と
」。
表

紙
の
帯
に
は
「
32
歳
の
時
、
僕

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
師
と
し
て

ア
フ
リ
カ
の
大
地
を
踏
ん
だ
。

勤
務
し
た
小
児
病
棟
で
は
、
１

か
月
に
一
０
０
人
の
子
ど
も
が

死
ん
だ
ー
」。
定
価
一
六
０
０

円
＋
税
。

ち
び
っ
子
65
人
が
参
加

　

川
崎
野
球
教
室
は
第
二
記
念

会
堂
で
行
わ
れ
た
。
あ
い
に
く

の
吹
雪
の
中
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
大
張
り
切
り
。
川
崎
選

手
と
一
緒
に
記
念
写
真
に
収
ま

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
柔
軟
体
操
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
指
導
も
受
け
た
。

子
ど
も
た
ち
と
の
一
問
一
答
で

は
「
継
続
は
力
な
り
で
す
」。

一
人
一
人
が
人
気
選
手
か
ら
サ

イ
ン
ボ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
大
喜

び
だ
っ
た
。

「赤門」出て奄美医療へ
　

小
児
科
医
と
し
て
世
界
の
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
根
絶
に

尽
く
し
、
平
成
十
四
年
か
ら
東
京
大
学
大
学
院
の
准
教
授
を

務
め
て
き
た
母
校
出
身
の
黒
岩
宙
司
さ
ん
（
医
60
）
が
、
今

年
四
月
か
ら
奄
美
大
島
の
病
院
に
転
身
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
周
囲
か
ら
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
の
声
が
あ
る
中
で

「
聴
診
器
を
持
っ
て
患
者
と
接
し
た
い
」。
地
位
や
名
誉
や
肩

書
き
に
と
ら
わ
れ
ず
医
師
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
崇
高
な

魂
。
人
間
愛
に
燃
え
る
心
が
人
々
の
胸
を
打
つ
。

患
者
と
接
し
て
い
た
い

ポ
リ
オ
根
絶
に
も
尽
く
す

　
「
赤
門
」
で
知
ら
れ
る
東
大

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
。
門
を
入
っ

東 大 大 学 院 准 教 授
（医学系研究科国際保健計画学教室）

黒岩 宙司さん
（医 60）

ス
ポ
科

同
窓
会
　
川
崎
呼
ん
で
野
球
教
室

健
信
会
が
35
周
年

本郷キャンパスの「赤門」

ポリオ根絶のためラオスで幼児を診る黒岩さん（1994年）

手に持つのは著書「小児科医、
海を渡る」
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三
十
六
年
ぶ
り
の
全
国
制
覇
ー
第
五
十
六
回
全
日
本
学
生
弓
道
王
座
決
定
戦
が
昨
年
十
一
月

二
十
二
、三
両
日
、
三
重
県
伊
勢
市
で
行
わ
れ
、
母
校
弓
道
部
が
男
子
団
体
で
優
勝
し
た
。
決
勝
で

は
法
政
大
を
一
点
差
で
破
り
、
三
十
六
年
ぶ
り
の
悲
願
達
成
。
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
作
る
同
部
後
援
会
（
北

島
信
幸
会
長
）
は
優
勝
祝
賀
会
を
十
二
月
十
四
日
に
母
校
文
系
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
卒
業
生
や
現
役

が
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
。

　

同
王
座
決
定
戦
は
全
国
九
ブ

ロ
ッ
ク
の
優
勝
校
と
全
日
本
学

生
弓
道
選
手
権
で
の
優
勝
校
の

計
十
チ
ー
ム
が
出
場
。
母
校
は

昭
和
四
十
七
年
に
初
め
て
全
国

王
座
に
着
い
て
以
来
、
優
勝
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
八
人
の

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
一
人
で
も
ミ

ス
を
す
る
と
致
命
傷
に
な
る

中
、
母
校
は
二
回
戦
で
国
際
武

道
大
、
三
回
戦
で
立
命
館
大
を

い
ず
れ
も
僅
差
で
撃
破
。
決
勝

の
法
政
大
と
も
接
戦
で
、
吉
用

信
雄
選
手
（
二
年
生
）
の
二
十

射
全
的
中
の
活
躍
も
あ
っ
て

１
４
２
対
１
４
１
で
辛
勝
。

　

祝
賀
会
で
は
、
山
口
住
夫
・

弓
道
部
部
長
（
工
学
部
教
授
）

が
「
部
員
全
員
の
地
道
な
努
力

で
達
成
で
き
た
。
今
後
も
精
進

を
」
と
あ
い
さ
つ
。
有
信
会
の

川
畑
理
事
長
も
「
部
長
、監
督
、

Ｏ
Ｂ
、
現
役
が
一
体
に
な
っ
た

成
果
」
と
祝
辞
。
有
田
浩
監
督

は
「
選
手
た
ち
は
高
校
時
代
ほ

と
ん
ど
無
名
ば
か
り
。
そ
れ
が

エ
リ
ー
ト
集
団
に
勝
つ
こ
と
は

痛
快
」と
喜
び
、優
勝
メ
ン
バ
ー

八
人
を
紹
介
。
吉
用
選
手
に
監

督
賞
を
贈
っ
た
。

　

創
部
五
十
周
年
を
迎
え
た
母

校
茶
道
部
の
記
念
茶
会
が
二

月
十
四
日
、
福
岡
市
中
央
区

の
大
濠
公
園
茶
室
で
催
さ
れ

た
。
卒
業
生
や
一
般
市
民
な
ど

約
二
百
五
十
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に

参
加
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
味

わ
っ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
た
ち
で

作
る
清
松
会
（
徳
本
充
浩
会

長
）
は
総
会
や
祝
賀
会
を
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
き
、

現
役
部
員
ら
と
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
。

　

記
念
茶
会
は
午
前
十
時
か
ら

和
服
姿
な
ど
の
お
客
が
ひ
っ
き

り
な
し
。
Ｏ
Ｂ
や
部
員
た
ち
が

約
五
時
間
に
わ
た
っ
て
濃
茶
を

練
り
、
薄
茶
を
点
て
て
ふ
る

ま
っ
た
。
祝
賀
会
で
は
日
ご
ろ

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
裏
千

家
の
伊
勢
田
宗
喜
師
範
ら
に
感

謝
状
や
記
念
品
を
贈
り
、
祝
儀

舞
や
鏡
開
き
も
あ
っ
た
。

　

同
部
は
昭
和
三
十
四
年
の
創

部
以
来
、
Ｏ
Ｂ
も
約
五
百
人
に

上
る
。
現
在
の
部
員
は
男
性
九

人
を
含
め
て
三
十
人
。
毎
年
二

月
に
新
春
茶
会
を
開
く
ほ
か
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
へ
の
茶
会

な
ど
の
活
動
も
し
て
い
る
。

　

商
学
部
第
二
部
商
学
科
で

は
、
会
社
員
、
中
間
管
理
職
、

経
営
者
、
熟
年
層
な
ど
の
社
会

人
を
対
象
に「
社
会
人
コ
ー
ス
」

を
開
設
、
履
修
生
を
募
集
し
て

い
る
。履
修
期
間
は
一
年
間
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

体
系
的
に
学
べ
る
。
コ
ー
ス
修

了
者
に
は
学
校
教
育
法
（
第

１
０
５
条
）
に
基
づ
く
履
修
証

明
書（
社
会
人
コ
ー
ス
修
了
証
）

を
授
与
す
る
。
一
年
間
で
履
修

出
来
な
い
場
合
は
、
も
う
一
年

間
の
延
長
も
可
能
（
追
加
受
講

料
は
不
要
）。
二
十
一
年
度
履

修
生
募
集
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
商
学
部
事
務
室
へ
。

大

阪

支

部

メ
タ
ボ
講
演
に
熱
気

　

大
阪
支
部
に
よ
る
関
西
総
会

が
昨
年
十
一
月
八
日
、
大
阪
市

の
道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
大
学
か
ら
大
和
副
学
長

ら
、
有
信
会
か
ら
も
水
原
副
理

事
長
が
出

席
。
関
西

地
区
の
神

戸
、奈
良
、

京
滋
各
支

部
長
な
ど

も
参
加
。

第
一
部
総

会
、
二
部
講
演
、
三
部
懇
親
会

を
行
っ
た
。
講
演
は
香
川
県
支

部
会
員
で
医
学
部
講
師
の
岩
本

正
博
氏
（
医
60
）
が
「
楽
し
く

学
べ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
題
し
て
、
メ
タ
ボ

の
予
防
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

解
説
。
質
疑
応
答
に
も
熱
が
こ

も
っ
た
。
懇
親
会
で
は
来
賓
あ

い
さ
つ
、
新
人
紹
介
、
さ
ら
に

抽
選
会
で
最
高
潮
に
達
し
た
。

周
辺
６
支
部
か
ら
も

　

第
三
回
目
を
迎
え
た
京
築
支

部
総
会
は
十
一
月
八
日
、
京
都

郡
苅
田
町
の
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
苅

田
で
行
わ
れ
た
。
母
校
や
有

信
会
、
さ
ら
に
周
辺
の
北
九

州
、
宗
像
、
直
鞍
、
飯
塚
、
田

川
、
大
分
の
六
支
部
か
ら
も
支

部
長
な
ど

が
出
席
。

計
七
十
人

が
集
ま
っ

た
。
役
員

改
選
が
あ

り
、
計
十

四
人
の
役

員
の
う
ち
新
任
は
副
支
部
長
二

人
、
幹
事
二
人
。
会
計
報
告
な

ど
の
あ
と
、
田
口
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
長
と
川
畑
有
信
会
理
事
長

が
母
校
の
近
況
な
ど
を
交
え
て

祝
辞
。
懇
親
会
で
は
懐
か
し
い

ア
メ
リ
カ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
流
れ

る
中
で
、
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ

ス
リ
ー
・
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ

て
、
興
奮
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

熊

本

支

部

若
い
会
員
の
参
加
を

　

熊
本
支
部
は
第
三
十
七
回
総

会
を
十
一
月
十
五
日
に
熊
本
市

の
鶴
屋
百
貨
店
東
館
で
開
い

た
。
大
学
や
有
信
会
か
ら
来
賓

三
氏
を
迎
え
、
会
員
五
十
八
人

が
参
加
。
内
藤
支
部
長
が
支
部

の
現
状
報
告
な
ど
を
行
い
「
支

部
活
動
を
も
っ
と
活
発
化
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
卒
業

生
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

参
加
を
募
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
会
計
報
告
な
ど
を

承
認
し
た
。
懇
親
会
で
は
初
め

て
の
参
加
者
紹
介
、
名
刺
交
換

会
、
豪
華

景
品
を
揃

え
た
ビ
ン

ゴ
大
会
な

ど
で
会
場

が
に
ぎ

わ
っ
た
。

八
女
筑
後
支
部

地
区
の
変
貌
に
対
応

　

八
女
筑
後
支
部
の
総
会
は
第

十
六
回
目
。
十
一
月
十
五
日
に

筑
後
市
の
花
地
蔵
で
あ
っ
た
。

会
員
五
十
五
人
の
ほ
か
、
来
賓

も
母
校
や
有
信
会
、
近
隣
の
久

留
米
、浮
羽
、大
牟
田
支
部
か
ら

六
人
が
出
席
し
た
。
八
女
筑
後

地
区
は
こ
れ
か
ら
三
年
間
で
大

き
く
変
貌
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
市
町
村
合
併
に
よ

る
新
し
い
八
女
市
の
誕
生
、
九

州
新
幹
線
の
筑
後
船
小
屋
駅
の

開
業
な
ど
。
支
部
活
動
は
そ
れ

に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。
総
会

で
は
そ
う
し

た
抱
負
が
述

べ
ら
れ
、
事

業
・
決
算
報

告
を
承
認
。

総
会
は
十
一
月
二
十
九
日
、
高

松
市
の
海
浜
レ
ス
ト
ラ
ン
・
き

ら
ら
で
催
さ
れ
た
。
有
信
会
か

ら
川
畑
理
事
長
ら
、
会
員
も
含

め
て
三
十
数
人
が
出
席
。
初
め

て
の
参
加
者
も
四
人
を
数
え

た
。
高
木
副
支
部
長
が
講
演
。

タ
イ
ト
ル
は
「
学
校
を
見
る
、

人
を
見
る
、
歴
史
を
見
る
、
福

大
75
年
の
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ

か
〜
私
の
拾
っ
た
福
大
史
」。

福
博
の
町
の
地
政
学
的
状
況
を

背
景
に
母

校
創
立
の

意
義
や
役

割
を
説

明
。
知
ら

れ
ざ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド

な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
先
輩
や

後
輩
が
信
頼
し
あ
う
良
い
機
会

に
な
っ
た
。  

全
員
の
近
況
報
告
も

　

愛
媛
県
支
部
は
第
十
六
回
総

会
を
十
二
月
二
日
、
松
山
市
の

Ｊ
Ａ
会
館
で
開
い
た
。
有
信
会

か
ら
の
来
賓
も
あ
り
、
約
二
十

人
が
参
加

し
た
。
豊

田
支
部
長

の
あ
い
さ

つ
が
あ
り

会
計
報
告

も
承
認
。

懇
親
会
で
は
全
員
が
自
己
紹
介

や
近
況
を
報
告
し
合
い
、
親
睦

や
交
流
を
大
い
に
深
め
た
。

伊

万

里

支

部

有
田
町
か
ら
も
４
人

　

休
眠
状
態
か
ら
十
二
年
ぶ
り

に
昨
年
か
ら
活
動
を
再
開
し
た

伊
万
里
支
部
の
総
会
が
二
月
七

日
、
伊
万
里
市
の
割
烹
山
平
で

行
わ
れ
た
。
有
信
会
か
ら
水
原

副
理
事
長
を
迎
え
、
会
員
四
十

人
が
参
加
し
た
。
有
田
町
か
ら

も
大
先
輩
の

久
富
桃
太
郎

さ
ん
（
福
経

25
）ら
四
人
が

か
け
つ
け
た
。

総
会
の
あ
と

懇
親
会
。
福

大
節
、
七
隈
ト
ン
ビ
、
校
歌
を

全
員
で
力
い
っ
ぱ
い
合
唱
。
有

意
義
な
ひ
と
と
き
に
な
っ
た
。

岩
国
支
部
は
忘
年
会

裁
判
員
制
度
を
勉
強

　

岩
国
支
部
は
十
一
月
二
十
八

日
、
卒
業
生
が
腕
を
ふ
る
う
岩

国
市
の
割
烹
・
喜
代
に
会
員

十
八
人
が
集
ま
っ
て
忘
年
会
を

行
っ
た
。
席
上
、
福
山
法
学
部

教
授
か
ら
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
解
説
を
し
て
も
ら
い
、
久
し

ぶ
り
に
勉
強
し
た
。
ま
た
、
母

校
医
学
部
卒
で
市
内
に
整
形
外

科
を
開
院
し
た
ば
か
り
の
守
田

医
師
も
夫
人
（
人
文
Ｈ
２
）
と

一
緒
に
出
席
し
た
。

の
女
性
支
部
長
も
誕
生
し
た

ば
か
り
。若
い
会
員
も
多
く
、

会
場
に
熱
気
が
溢
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
土
井
章
子
支

部
長
（
写
真
中
央
）
が
「
会

員
の
協
力
あ
っ
て
の
支
部
。

活
動
へ
積
極
参
加
を
」
と
呼

び
か
け
、
事
業
・
決
算
報
告
や
事
業
計
画

を
拍
手
で
承
認
し
た
。
懇
親
会
で
大
和
副

学
長
は
「
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

い
。
生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
勝
ち
残
り

た
い
」。
川
畑
理
事
長
も
「
全
国
各
支
部

の
中
で
女
性
支
部
長
は
こ
こ
だ
け
。
ご
支

援
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
同
支
部
は
二

十
二
年
度
に
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
。

　

昭
和
十
五
年
に
創
立
し
た
飯
塚
支
部
の

二
十
年
度
（
第
六
十
八
回
）
総
会
が
二
月

二
十
一
日
、
飯
塚
市
の
こ
と
ぶ
き
か
い
か

ん
で
行
わ
れ
た
。母
校
か
ら
大
和
副
学
長
、

有
信
会
か
ら
も
川
畑
理
事
長
や
周
辺
五
支

部
の
役
員
ら
来
賓
二
十
一
人
を
迎
え
て
計

約
百
十
人
が
参
加
。
前
回
総
会
で
そ
れ
ま

で
の
「
嘉
飯
山
支
部
」
を
改
称
、
初
め
て

飯 塚 支 部

日
本
の
伝
統
文
化

２
５
０
人
味
わ
う

社
会
人
コ
ー
ス
を
募
集

商
学
部
第
二
部

頑張ってます！　女性支部長

36
年
ぶ
り
全
国
制
覇

36
年
ぶ
り
全
国
制
覇

36
年
ぶ
り
全
国
制
覇

弓道部

決
勝
で
法
政
大
を
破
る

茶
道
部
が
50
周
年
茶
会

祝
賀
会
で
の
選
手
紹
介

静
寂
の
中
で
の
茶
会
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メ
タ
ボ
講
演
に
熱
気

　

大
阪
支
部
に
よ
る
関
西
総
会

が
昨
年
十
一
月
八
日
、
大
阪
市

の
道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
大
学
か
ら
大
和
副
学
長

ら
、
有
信
会
か
ら
も
水
原
副
理

事
長
が
出

席
。
関
西

地
区
の
神

戸
、奈
良
、

京
滋
各
支

部
長
な
ど

も
参
加
。

第
一
部
総

会
、
二
部
講
演
、
三
部
懇
親
会

を
行
っ
た
。
講
演
は
香
川
県
支

部
会
員
で
医
学
部
講
師
の
岩
本

正
博
氏
（
医
60
）
が
「
楽
し
く

学
べ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
題
し
て
、
メ
タ
ボ

の
予
防
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

解
説
。
質
疑
応
答
に
も
熱
が
こ

も
っ
た
。
懇
親
会
で
は
来
賓
あ

い
さ
つ
、
新
人
紹
介
、
さ
ら
に

抽
選
会
で
最
高
潮
に
達
し
た
。

京

築

支

部

周
辺
６
支
部
か
ら
も

　

第
三
回
目
を
迎
え
た
京
築
支

部
総
会
は
十
一
月
八
日
、
京
都

郡
苅
田
町
の
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
苅

田
で
行
わ
れ
た
。
母
校
や
有

信
会
、
さ
ら
に
周
辺
の
北
九

州
、
宗
像
、
直
鞍
、
飯
塚
、
田

川
、
大
分
の
六
支
部
か
ら
も
支

部
長
な
ど

が
出
席
。

計
七
十
人

が
集
ま
っ

た
。
役
員

改
選
が
あ

り
、
計
十

四
人
の
役

員
の
う
ち
新
任
は
副
支
部
長
二

人
、
幹
事
二
人
。
会
計
報
告
な

ど
の
あ
と
、
田
口
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
長
と
川
畑
有
信
会
理
事
長

が
母
校
の
近
況
な
ど
を
交
え
て

祝
辞
。
懇
親
会
で
は
懐
か
し
い

ア
メ
リ
カ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
流
れ

る
中
で
、
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ

ス
リ
ー
・
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ

て
、
興
奮
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

若
い
会
員
の
参
加
を

　

熊
本
支
部
は
第
三
十
七
回
総

会
を
十
一
月
十
五
日
に
熊
本
市

の
鶴
屋
百
貨
店
東
館
で
開
い

た
。
大
学
や
有
信
会
か
ら
来
賓

三
氏
を
迎
え
、
会
員
五
十
八
人

が
参
加
。
内
藤
支
部
長
が
支
部

の
現
状
報
告
な
ど
を
行
い
「
支

部
活
動
を
も
っ
と
活
発
化
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
卒
業

生
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

参
加
を
募
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
会
計
報
告
な
ど
を

承
認
し
た
。
懇
親
会
で
は
初
め

て
の
参
加
者
紹
介
、
名
刺
交
換

会
、
豪
華

景
品
を
揃

え
た
ビ
ン

ゴ
大
会
な

ど
で
会
場

が
に
ぎ

わ
っ
た
。

か
ら
近
況
な
ど
を
聞
い
た
あ
と

議
事
。
活
動
報
告
や
決
算
報
告

を
承
認
し
た
。
懇
親
会
で
は
支

部
恒
例
の
フ
ル
ー
ツ
争
奪
抽
選

会
が
あ
り
、
全
員
が
肩
を
組
ん

で
福
大
節
を

熱
唱
、
大
い

に
盛
り
上
が

っ
た
。
支
部

に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は

支
部
事
務

局
の
金
子
秀
則
氏
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
・
２
３
１
・
１
８
３
８
）

た
。
恒
例
の

抽
選
会
も
賑

わ
っ
た
。
総

会
に
先
立
っ

て
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
も
あ
り
、

十
二
人
が
参

加
し
た
。

香

川

県

支

部

「
福
大
史
」
に
聞
入
る

　

香
川
県
支
部
の
第
二
十
一
回

下

関

支

部

福
大
節
で
盛
上
が
る

　

毎
年
十
一
月
の
第
三
金
曜
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
下
関
支
部

の
総
会
は
六
十
六
人
が
参
加
し

て
十
一
月
二
十
一
日
、
下
関
市

の
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
で
開
か

れ
た
。
大
学
や
有
信
会
の
来
賓

総
会
は
十
一
月
二
十
九
日
、
高

松
市
の
海
浜
レ
ス
ト
ラ
ン
・
き

ら
ら
で
催
さ
れ
た
。
有
信
会
か

ら
川
畑
理
事
長
ら
、
会
員
も
含

め
て
三
十
数
人
が
出
席
。
初
め

て
の
参
加
者
も
四
人
を
数
え

た
。
高
木
副
支
部
長
が
講
演
。

タ
イ
ト
ル
は
「
学
校
を
見
る
、

人
を
見
る
、
歴
史
を
見
る
、
福

大
75
年
の
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ

か
〜
私
の
拾
っ
た
福
大
史
」。

福
博
の
町
の
地
政
学
的
状
況
を

背
景
に
母

校
創
立
の

意
義
や
役

割
を
説

明
。
知
ら

れ
ざ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド

な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
先
輩
や

後
輩
が
信
頼
し
あ
う
良
い
機
会

に
な
っ
た
。  

愛

媛

県

支

部

全
員
の
近
況
報
告
も

　

愛
媛
県
支
部
は
第
十
六
回
総

会
を
十
二
月
二
日
、
松
山
市
の

Ｊ
Ａ
会
館
で
開
い
た
。
有
信
会

か
ら
の
来
賓
も
あ
り
、
約
二
十

人
が
参
加

し
た
。
豊

田
支
部
長

の
あ
い
さ

つ
が
あ
り

会
計
報
告

も
承
認
。

懇
親
会
で
は
全
員
が
自
己
紹
介

や
近
況
を
報
告
し
合
い
、
親
睦

や
交
流
を
大
い
に
深
め
た
。

有
田
町
か
ら
も
４
人

　

休
眠
状
態
か
ら
十
二
年
ぶ
り

に
昨
年
か
ら
活
動
を
再
開
し
た

伊
万
里
支
部
の
総
会
が
二
月
七

日
、
伊
万
里
市
の
割
烹
山
平
で

行
わ
れ
た
。
有
信
会
か
ら
水
原

副
理
事
長
を
迎
え
、
会
員
四
十

人
が
参
加
し
た
。
有
田
町
か
ら

も
大
先
輩
の

久
富
桃
太
郎

さ
ん
（
福
経

25
）ら
四
人
が

か
け
つ
け
た
。

総
会
の
あ
と

懇
親
会
。
福

大
節
、
七
隈
ト
ン
ビ
、
校
歌
を

全
員
で
力
い
っ
ぱ
い
合
唱
。
有

意
義
な
ひ
と
と
き
に
な
っ
た
。

岩
国
支
部
は
忘
年
会

裁
判
員
制
度
を
勉
強

　

岩
国
支
部
は
十
一
月
二
十
八

日
、
卒
業
生
が
腕
を
ふ
る
う
岩

国
市
の
割
烹
・
喜
代
に
会
員

十
八
人
が
集
ま
っ
て
忘
年
会
を

行
っ
た
。
席
上
、
福
山
法
学
部

教
授
か
ら
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
解
説
を
し
て
も
ら
い
、
久
し

ぶ
り
に
勉
強
し
た
。
ま
た
、
母

校
医
学
部
卒
で
市
内
に
整
形
外

科
を
開
院
し
た
ば
か
り
の
守
田

医
師
も
夫
人
（
人
文
Ｈ
２
）
と

一
緒
に
出
席
し
た
。

へ
。鹿

児

島

支

部

「
篤
姫
」
演
奏
に
酔
う

　

母
校
や
有
信
会
か
ら
の
来
賓

を
含
め
て
九
十
人
が
参
加
し
た

鹿
児
島
支
部
の
総
会
は
十
一
月

二
十
二
日
、
鹿
児
島
市
の
サ
ン

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
吉
瀬
支
部
長
が
海
外
出
張

で
留
守
。
福
田
副
支
部
長
が
代

理
し
て
、
卒
業
生
の
テ
レ
ビ
タ

レ
ン
ト
が
司
会
進
行
。
懇
親
会

で
は
オ
ペ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ「
篤
姫
」の
テ
ー
マ
曲
や「
千

の
風
に
な
っ
て
」
な
ど
の
ピ
ア

ノ
演
奏
に
会
場
は
酔
い
し
れ

大
分
銀
行
支
部

新
支
部
長
に
和
田
氏

　

大
分
銀
行
支
部
の
第
十
回
総

会
は
昨
年
十
一
月
十
五
日
、
大

分
市
の
大
分
東
洋
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
。
母
校
や
有
信
会
か
ら

の
来
賓
、
会
員
も
過
去
最
高
の

五
十
三
人
が
出
席
。
新
人
も
昨

年
を
上
回
る
九
人
が
入
行
、一
、

二
年
目
行
員
は
全
員
参
加
し

て
、
会
場

に
若
さ
が

溢
れ
た
。

総
会
に
先

立
っ
て
、

昨
年
七
月

に
永
眠
し

た
工
藤
正

春
支
部
長
の
霊
に
黙
祷
を
捧

げ
、
役
員
改
選
で
は
新
支
部
長

に
和
田
一
郎
氏
（
法
53
）
を
選

出
し
た
。
経
過
報
告
や
決
算
報

告
も
承
認
。
懇
親
会
で
は
和
田

支
部
長
が
就
任
あ
い
さ
つ
、
来

賓
か
ら
母
校
な
ど
の
近
況
が
紹

介
さ
れ
た
。
懇
親
会
も
会
員
た

ち
が
再
会
を
喜
び
合
い
、親
睦
・

交
流
を
深
め
た
。

大
分
市
役
所
支
部

大
野
氏
が
新
会
長
に

　

大
分
市
役
所
支
部
の
「
七
隈

会
」
総
会
が
一
月
二
十
一
日
、

大
分
市
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
オ
オ
イ

タ
で
開
か
れ
た
。
有
信
会
や
大

分
支
部
か
ら
来
賓
を
迎
え
、
会

員
も
四
十
三
人
が
参
加
し
た
。 

総
会
で
は

役
員
の
選

出
。
新
会

長
に
は
大

野
茂
喜
氏

（
商
47
）

が
選
ば
れ

た
。
続
い

て
退
職
予
定
者
の
送
別
会
。
退

職
す
る
三
氏
が
思
い
出
話
や
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
、

大
分
国
体
な
ど
で
遅
れ
て
い
た

新
会
員
三
氏
の
歓
迎
も
あ
っ

た
。
懇
親
会
で
は
抽
選
会
で
一

喜
一
憂
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も

真
剣
さ
な
が
ら
だ
っ
た
。
校
歌

斉
唱
は
会
員
が
あ
ち
こ
ち
で
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
、
高
ら
か
に

歌
っ
た
。

の
女
性
支
部
長
も
誕
生
し
た

ば
か
り
。若
い
会
員
も
多
く
、

会
場
に
熱
気
が
溢
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
土
井
章
子
支

部
長
（
写
真
中
央
）
が
「
会

員
の
協
力
あ
っ
て
の
支
部
。

活
動
へ
積
極
参
加
を
」
と
呼

び
か
け
、
事
業
・
決
算
報
告
や
事
業
計
画

を
拍
手
で
承
認
し
た
。
懇
親
会
で
大
和
副

学
長
は
「
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

い
。
生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
勝
ち
残
り

た
い
」。
川
畑
理
事
長
も
「
全
国
各
支
部

の
中
で
女
性
支
部
長
は
こ
こ
だ
け
。
ご
支

援
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
同
支
部
は
二

十
二
年
度
に
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
。

　

昭
和
十
五
年
に
創
立
し
た
飯
塚
支
部
の

二
十
年
度
（
第
六
十
八
回
）
総
会
が
二
月

二
十
一
日
、
飯
塚
市
の
こ
と
ぶ
き
か
い
か

ん
で
行
わ
れ
た
。母
校
か
ら
大
和
副
学
長
、

有
信
会
か
ら
も
川
畑
理
事
長
や
周
辺
五
支

部
の
役
員
ら
来
賓
二
十
一
人
を
迎
え
て
計

約
百
十
人
が
参
加
。
前
回
総
会
で
そ
れ
ま

で
の
「
嘉
飯
山
支
部
」
を
改
称
、
初
め
て

　

福
岡
高
商
を
昭
和
十
八
年
に

卒
業
し
た
第
八
回
生
の
同
窓
会

「
福
八
会
」
が
、
そ
の
歴
史
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
卒
業
か
ら
六
十
五
年
。
会

員
た
ち
の
年
齢
も
八
十
五
歳
以

上
に
な
り
、
会
費
と
し
て
保
有

し
て
い
た
残
金
六
万
円
を
母
校

創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
募

金
と
し
て
寄
付
し
た
。

　

同
会
の
同
期
生
数
は
百
六
十

二
人
。
学
校
法
人
の
末
永
直
行

理
事
長
も
同
期
生
の
一
人
。
毎

年
十
一
月
に
は
同
窓
会
を
開

き
、
全
国
各
地
か
ら
懐
か
し
い

顔
を
揃
え
て
い
た
。
し
か
し
、

近
年
は
出
席
者
数
も
減
る
一

方
。
平
成
十
九
年
の
参
加
者
は

九
人
に
ま
で
落
ち
込
み
「
福
八

会
」
の
存
続
も
話
し
合
っ
た
。

　

昨
年
に
な
っ
て
主
幹
事
だ
っ

た
古
川
隆
三
氏
、
常
連
の
真
鍋

隆
彦
氏
が
相
次
い
で
死
去
。
同

窓
会
の
開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
幹
事
だ
っ
た

六
人
の
う
ち
生
存
は
二
人
だ

け
、う
ち
一
人
も
体
調
不
良
。

つ
い
に
「
福
八
会
」
自
体
を
閉

会
す
る
こ
と
に
。
会
計
幹
事

だ
っ
た
三
島
清
利
氏
が
残
金
を

精
算
。
募
金
は
有
信
会
事
務
局

を
通
じ
て
母
校
へ
贈
っ
た
。

頑張ってます！　女性支部長

福
八
会
が
65
年
の
歴
史
に
幕

支部総会の開催記録（12 −３月）

支部名　　開催日　参加者　本部出席者

愛媛県　　12／２　　20　佐藤副理事長

スポーツ科学部
健信会35周年　６　　　　川畑理事長他

大分市役所　１／21　　43　水原副理事長

伊万里　　２／７　　41　同

添田　　　　　８　　33　植村理事

周南　　　　　13　　33　水原副理事長

唐津　　　　　20　　40　植村理事

飯塚　　　　　21　 110　川畑理事長他

田川　　　３／14　　　　川畑理事長
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専
門
職
業
人
会

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

３
社
が
講
演
な
ど

　

職
域
支
部
と
し
て
活
動
し
て

い
る
専
門
職
業
人
会
（
古
賀
光

雄
支
部
長
）
の
第
十
回
総
会
が

昨
年
十
一
月
八
日
、
福
岡
市
中

央
区
の
福
岡
国
際
ホ
ー
ル
で
開

　
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
母
校
の
第
十
回
技
術
交

流
会
（
有
信
会
な
ど
後
援
）
が

昨
年
十
二
月
四
日
、
文
系
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
川
畑
理

事
長
も
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

　

同
交
流
会
は
九
州
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
や
県
中
小
企
業
振
興

か
れ
た
。
母
校
か
ら
山
下
法
科

大
学
院
長
な
ど
の
来
賓
や
会
員

な
ど
四
十
人
余
が
出
席
。
事
業

報
告
・
会
計
報
告
に
続
い
て

講
演
会
。
紙
お
む
つ
の
リ
サ

イ
ク
ル
業
、
地
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
、
環
境
技
術
開
発
な
ど
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
三
社
の
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
現
状
を
紹
介
し
た
。

懇
親
会
で
は
司
法
書
士
、
行
政

書
士
、
海
事
代
理
士
か
ら
業
界

ト
ピ
ッ
ク
ス
が
報
告
さ
れ
た
。

初
め
て
参
加
し
た
新
メ
ン
バ
ー

の
紹
介
も
あ
っ
た
。
本
年
度
の

司
法
試
験
に
本
学
か
ら
受
験
し

た
三
十
三
人
の
中
か
ら
十
人
が

合
格
。
こ
の
う
ち
六
人
が
顔
を

揃
え
、
出
席
者
た
ち
か
ら
拍
手

を
受
け
た
。

セ
ン
タ
ー
も
共
催
で
、
学
内
外

か
ら
約
二
百
人
が
参
加
。
浜
松

市
で
レ
ー
ザ
ー
技
術
に
取
り
組

ん
で
い
る
企
業
代
表
が
「
地
域

か
ら
未
来
を
拓
く
」
と
題
し
て

基
調
講
演
。
続
い
て
産
学
官
連

携
に
よ
る
先
進
的
な
事
例
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。
母
校
と
企
業

の
産
学
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
同
時
開
催
。
母
校
の
研
究
開

発
事
例
十
五
件
や
企
業
の
開
発

事
例
十
八
件
が
展
示
さ
れ
、
参

加
者
の
注
目
を
浴
び
た
。

第
10
回
技
術
交
流
会
開
く

産
学
官
連
携
の
事
例
紹
介
も

平成 21 年度　特別会計収支予算書（案）
平成21年４月１日から平成22年３月31日まで

単位：千円

科　　　目 予算額 前年度予算額

Ⅰ 事業活動収支の部

　1. 事業活動収入

　　①特定資産運用収入

　　　受取利息収入 1,943 2,010

　　②雑収入 0 0

　　　　事業活動収入計 1,943 2,010

　2. 事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　褒章費支出 1,000 1,000

　　　　会議費 0 0

　　　　雑費支出 0 0

　　　　記念事業費繰入支出 18,450 0

　　　事業費支出計 19,450 1,000

　　②管理費支出

　　　　報酬費支出 0 0

　　　　会議費支出 0 0

　　　　雑費支出 4 4

　　　管理費支出計 4 4

　　　事業活動支出計 19,454 1,004

　　　　事業活動収支差額 △　17,511 1,006

Ⅱ 投資活動収支の部

　1. 投資活動収入

　　　　投資活動収入計 0 0

　2. 投資活動支出

　　　　投資活動支出計 0 0

　　　　投資活動収支差額 0 0

Ⅲ 財務活動収支の部

　1. 財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0 0

　2. 財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0 0

　　　　　財務活動収支差額 0 0

Ⅳ 予備費支出 0 0

　　　　　当期収支差額 △　17,511 1,006

　　　　　前期繰越収支差額 21,267 19,427

　　　　　次期繰越収支差額 3,756 20,433

  平成21年度　収支予算書総括表（案）
平成21年４月１日から平成22年３月31日まで

単位：千円

科　　　目 一般会計 特別会計 内部取引消去 合　計
Ⅰ 事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　財産運用収入 1,040 1,943 2,983
　　入会金・会費収入 102,620 102,620
　　負担金他収入 3,950 3,950
　　有信共益事業収入 6,019 6,019
　　記念事業繰入収入 18,450 △　18,450 0
　　事業活動収入計 132,079 1,943 △　18,450 115,572
　２．事業活動支出
　　事業費支出
　　　母校援助費支出 24,850 1,000 25,850
　　　広報関連支出 29,874 29,874
　　　会員大会等支出 8,034 8,034
　　　支部援助費支出 12,170 12,170
　　　有信共益事業支出 6,019 6,019
　　　記念事業費支出 18,450 18,450 △ 18,450 18,450
　　　　　事業費支出計 99,397 19,450 △ 18,450 100,397
　　管理費支出
　　　給料手当等支出 16,847 16,847
　　　会議・通信費等支出 17,302 17,302
　　　賃借料他支出 3,254 4 3,258
　　　　　管理費支出計 37,403 4 37,407
　　　　　事業活動支出計 136,800 19,454 △　18,450 137,804
　　　　　　事業活動収支差額 △  　4,721 △　17,511 0 △　22,232
Ⅱ 投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　退職給付引当預金取崩収入 1,167 1,167
　　　　　　投資活動収入計 1,167 0 1,167
　２．投資活動支出
　　退職給付引当預金支出 640 640
　　固定資産取得支出 500 500
　　　　投資活動支出 計 1,140 0 1,140
　　　　投資活動収支差額 27 0 27
Ⅲ 財務活動収支の部
　１．その他の収入
　　前受入会金 ･ 会費収入他 74,138 0 74,138
　　　　その他の収入計 74,138 0 74,138
　２．収入調整勘定支出
　　前受入会金等調整支出 68,735 68,735
　　　　収入調整勘定支出計 68,735 0 68,735
　　　　財務活動収支差額 5,403 0 5,403
Ⅳ 予備費 2,000 0 2,000
　　　　当期収支差額 △  　1,291 △　17,511 △　18,802
　　　　前期繰越収支差額 89,416 21,267 110,683
　　　　次期繰越収支差額 88,125 3,756 91,881
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平成 21 年度　　事 業 計 画 書（案）　
　母校が創立 75 周年を迎えるにあたり、記念事業の一端を担うなど母校の
発展充実に協力しつつ、相互補完関係を保って行く。平成20年12月に公益
法人制度改革 3 法が施行されたことに伴い、有信会も 5 年以内に公益性の
強い「公益社団法人」か、或いは会員の親睦など共益目的の「一般社団法人」
に移行するか、選択の必要に迫られているので、今後委員会の中で検討を重
ねて行く。
　平成21年度は従来の事業等を踏襲しながら、母校及び学生への経済的支援
や地域への公益的活動を推進する努力をする。
１　公益活動の推進
・有信会会員の人材を活用して、母校への多面的支援を行う。

①学友会の活躍で、母校を広く社会にアピールできるよう活動を経済的に
支援する。またキャリアガイダンス・スペシャリストガイダンス等会員の
人材活用により学生の就職進路支援に協力する。
②会員以外の一般市民も参加できる講演会を開催する。
③有信チャリティゴルフ大会を開催し、福祉施設等への援助を行う。

２　事業活動の充実と会員相互の親睦強化
①在学生との懇談会：準会員である在学生との交流をはかり、有意義な情
報交換と人材育成の場とするとともに、卒業後会員として有信会活動に積
極的に参加してもらうよう情宣活動をする。
②支部長会：地域や職域で有信会の組織を支えている支部の活性化をはか
るために、会員大会と同日に開催する。
③学友会ＯＢ会との懇談会：学友会活動の活性化を支援しているＯＢ会と
連携を図り、「有信八日会」「有信ゴルフ会」等の事業を充実させる。

３　広報活動の充実
　広報紙「有信」とホームページのそれぞれの機能を充実させて、更に親し
みやすく分かりやすい広報を目指す。
４　組織の活性化
　有信会を支える基盤として地域・職域支部、各学部同窓会、学友会ＯＢ会
の組織が整ってきたので、相互に有機的に機能することにより行事参加者の
増加や異業種間交流の促進が期待される。
５　会員データベースの充実と情報の管理体制の徹底
　会員データベースは同窓会活動の源になる情報であり、個人情報保護法を
遵守して個人データの取得、管理に遺漏のないよう努める。
６　財政基盤の強化
　少子化の時代では終身会費増加は望めないため、経費節減への一層の努力
と終身会費の徴収の徹底、資金運用の効率化に努める。
７　各種会議・会合の有効な運営
　代議員総会・理事会・各委員会を開催し、組織の円滑な運営を図るとともに、
会員大会・レディーズクラブのつどい等を通して組織の活性化に努める。
８　公益法人制度改革に伴う準備
　公益法人制度改革３法の施行に伴って、移行検討委員会を設置し、施行に
伴う定款変更等にそなえる。

平成 21 年度　一般会計収支予算書（案）
平成 21 年４月１日から平成 22 年３月 31 日まで

単位：千円

科　　　目 予算額 前年度予算額
Ⅰ 事業活動収支の部
　1. 事業活動収入
　　①財産運用収入
　　　　基本財産運用収入 1 1
　　　　特定資産運用利息収入 991 1,225
　　　　一般利息収入 48 83
　　②入会金収入 45,560 47,897
　　③会費収入
　　　会費収入 (1) 45,560 47,897
　　　会費収入（2） 11,500 11,500
　　④負担金収入 3,890 4,000
　　⑤有信共益事業収入
　　　有信八日会収入 4,585
　　　有信ゴルフ会収入 1,434
　　⑥雑収入 60 90
　　⑦記念事業繰入収入 18,450 0
　　　　　　事業活動収入計 132,079 112,693
　2. 事業活動支出
　　①事業費支出

　　　母校援助費支出 24,850 19,500
　　　広報紙発行費支出 22,579 23,080
　　　ＩＴ事業費支出 7,295 7,295
　　　会員大会費支出 5,393 5,338
　　　レディーズクラブ総会支出 1,102 2,493
　　　講演会支出 439 1,770
　　　新年賀詞交換会支出 1,100 1,100
　　　支部援助費支出 12,170 11,400
　　　有信共益事業支出
　　　　有信八日会支出 4,585 0
　　　　有信ゴルフ会支出 1,434 0
　　　創立 75 周年記念事業支出 18,450 0
　　　　　　事業費支出計 99,397 71,976
　　②管理費支出
　　　給料手当支出 13,680 13,667
　　　退職金支出 1,167 925
　　　福利厚生費支出 2,000 1,960
　　　会議費支出 4,230 4,270
　　　旅費交通費支出 4,647 4,580
　　　通信運搬費支出 4,600 4,900
　　　消耗品費支出 700 800
　　　印刷製本費支出 3,125 3,427
　　　賃借料支出 1,184 1,184
　　　光熱費支出 220 230
　　　支払手数料支出 300 300
　　　雑費支出 1,550 1,750
　　　　管理費支出計 37,403 37,993
　　　　事業活動支出計 136,800 109,969
　　　　　　事業活動収支差額 △　　　4,721 2,724
Ⅱ 投資活動収支の部
　1. 投資活動収入
　　①退職給付引当預金取崩収入 1,167 925
　　　　　　投資活動収入 計 1,167 925
　2. 投資活動支出
　　①特定資産引当預金支出
　　　退職給付引当預金支出 640 760
　　②固定資産取得支出
　　　什器備品取得支出 500 1,300
　　　　投資活動支出計 1,140 2,060
　　　　　　投資活動収支差額 27 △　　　1,135
Ⅲ 財務活動収支の部
　1. その他の収入
　　①前受入会金収入 36,888 36,070
　　②前受会費収入 36,887 36,070
　　③八日会事業預り金収入 363 0
　　　　　　その他の収入計 74,138 72,140
　2. 収入調整勘定支出
　　①前受入会金調整支出 34,368 36,105
　　②前受会費調整支出 34,367 36,105
　　　　　　収入調整勘定支出計 68,735 72,210
　　　　　　財務活動収支差額 5,403 △ 70
Ⅳ 予備費支出 2,000 1,500
　　　　　　当期収支差額 △　　　1,291 19
　　　　　　前期繰越収支差額 89,416 80,785
　　　　　　次期繰越収支差額 88,125 80,804

（注）
１．収支予算書は18年度から「公益法人会計における内部管理事項について」
（平成17年3月23日　公益法人等の指導監督等に関する関係省庁連絡会議
幹事会申し合わせ）に示された３区分の様式により作成している。

２．本年度から有信会共益事業として行っていた「有信八日会」及び「有信チャ
リティーゴルフ会」の収支予算を本会計に組み入れた。これに伴う既存の
八日会からの引継ぎ額見込み836千円であり、473千円は21年度事業費補
填へ、見込み残額は財務活動収入の八日会事業預り金収入として処理する。

３．平成21年度収支予算額での前期繰越収支差額は、平成20年度決算見込
額で計上している。
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母
校
が
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
昭
和
九
年
に
福
岡
高
等
商
業
学

校
が
開
学
し
て
以
来
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
向
学
の
精
神
。
大
学

間
協
定
を
結
ん
で
い
る
世
界
十
二
カ
国
三
十
大
学
・
機
関
の
学
長
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
月
二
十
三
日
、
翌
二
十
四
日
に
式
典
・
祝
賀
会
が
あ

る
。
多
彩
に
予
定
さ
れ
て
い
る
周
年
行
事
の
主
な
も
の
は
ー

　

<

学
部
等
企
画
事
業>

　

▼
工

学
部
の
「
福
大
建
築
展
２
０
０
９
」

が
四
月
二
十
四
日
か
ら
三
日
間
。
中

日
に
「
建
築
で
語
る
未
来
」
の
講
演

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▼
福
岡
商
大
開

設
六
十
周
年
記
念
同
窓
会
・
講
演

会
・
祝
賀
会
は
五
月
十
六
日
。
福
岡

市
中
央
区
の
福
新
楼
で
▼
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
は
「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
を

テ
ー
マ
に
特
別
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
五
月
二
十
日
に
▼
法
学
部
の
創

立
五
十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・

祝
賀
会
・
同
窓
会
は
五
月
三
十
日
。

講
演
テ
ー
マ
は
裁
判
員
制
度
。
式
典

や
祝
賀
会
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
博
多
。
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
六

月
五
日
▼
商
学
部
の
記
念
講
演
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
同
窓
会
は
九
月

二
十
一
日
▼
人
文
学
部
四
十
周
年
記

念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
・
同
窓

会
は
十
一
月
十
四
日
▼
経
済
学
部
も

五
十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・
同

窓
会
を
十
一
月
二
十
八
日
に
。

　

<

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー>

　

今
年
は
第
八
回
目
。
五
月
十
七
日
午

前
十
時
半
開
会
。「
人
を
つ
く
り
、

時
代
を
拓
く
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
し

た
連
続
講
演
会
（
五
回
予
定
）
の
第

一
回
が
あ
る
。
講
師
は
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
で
知
ら
れ
る
三
浦
雄
一
郎
氏
。

懇
親
会
も
プ
ラ
ザ
50
で
。
参
加
者
に

は
記
念
品
や
農
産
物
の
配
布
予
定
。

　

<

「
絆
」
深
め
る
事
業>

　

▼

ホ
タ
ル
観
察
会
が
六
月
四
ー
六
日

▼
打
ち
水
大
作
戦
は
七
月
四
日
▼
城

南
区
主
催
「
夏
ま
つ
り
城
南
」
で
も

協
賛
事
業
▼
七
隈
祭
・
雅
祭
・
医
学

祭
は
十
月
下
旬
ー
十
一
月
上
旬

　

賀
詞
交
換
会
は
午
後
六
時
半

か
ら
始
ま
っ
た
。
有
信
会
会
員

を
は
じ
め
大
学
か
ら
も
役
職
者

な
ど
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
約

百
八
十
人
が
出
席
。
和
や
か
で

に
ぎ
や
か
な
会
に
な
っ
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

川
畑
理
事
長
は
「
大
学
間
の
競

争
も
熾
烈
を
極
め
て
い
る
。
こ

ん
な
時
こ
そ
、
同
窓
会
は
母
校

を
守
る
心
構
え
を
持
ち
た
い
」

と
強
調
し
た
。
来
賓
の
衛
藤
学

長
も
「
七
十
五
周
年
記
念
に
バ

ラ
園
を
い
た
だ
い
た
。
記
念
式

典
や
行
事
は
皆
様
に
感
謝
す
る

機
会
に
し
た
い
」。
有
信
会
と

の
連
携
強
化
を
表
明
し
た
。

　

懇
談
の
途
中
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
。
学
生
の
和

太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
鼓
舞
猿
」
が

新
年
の
祝
い
太
鼓
を
披
露
。
力

強
い
太
鼓
の
音
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
き
渡
っ
た
。
最
後
に
は

大
学
の
藤
原
道
弘
副
学
長
と
有

信
会
の
篠
原
隆
義
理
事
が
エ
ー

ル
を
交
換
し
た
。

　

母
校
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
た
新

春
早
々
、
大
学
の
新
年
交
歓
会
と
有
信

会
の
賀
詞
交
換
会
が
相
次
い
で
行
わ
れ

た
。
新
年
交
歓
会
は
一
月
五
日
に
母
校

ヘ
リ
オ
ス
プ
ラ
ザ
で
、
賀
詞
交
換
会
は

同
八
日
に
福
岡
市
中
央
区
の
福
岡
国
際

ホ
ー
ル
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
新
年
の
あ

い
さ
つ
や
名
刺
交
換
な
ど
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
た
。
世
界
的
に
大
不
況
の
中

に
あ
る
も
の
の
、
参
加
し
た
卒
業
生
た

ち
に
は
母
校
へ
の
熱
い
思
い
が
ほ
と
ば

し
っ
た
。

　

新
年
交
歓
会
に
は
約

二
百
二
十
人
が
出
席
し
た
。
大

学
の
教
職
員
、
理
事
、
評
議
員
、

後
援
会
、さ
ら
に
有
信
会
な
ど
。

新
年
ら
し
く
会
場
は
華
や
い
だ

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
学
校
法

人
の
末
永
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
。「
昨
年
は
首
相
交
代
や
経

済
環
境
の
急
変
な
ど
激
動
の
一

年
だ
っ
た
。
今
年
は
大
学
創
立

七
十
五
周
年
。
記
念
式
典
や
記

念
行
事
が
盛
大
に
催
さ
れ
る
。

実
り
多
い
年
に
な
る
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

衛
藤
学
長
は
「
七
十
五
周
年

を
大
学
変
革
の
起
爆
剤
に
し
た

い
」
と
し
て
、
重
点
目
標
三
点

を
明
確
に
し
た
。「
人
間
教
育

の
充
実
強
化
」「
教
育
の
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
」「
教
育
連
携
の
強

化
」。
ま
た
、
有
信
会
か
ら
バ

ラ
園
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
も

披
露
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表

明
し
た
。懇
親
会
は
立
食
形
式
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
親
睦
、
交
流

が
深
ま
っ
た
。

本
部
八
日
会
２
月
例
会

大
交
流
会
２
７
０
人

　

本
部
八
日
会
の
二
月
例
会
は

「
大
交
流
会
」
と
銘
打
っ
て
二

月
九
日
、
福
岡
市
中
央
区
の
福

岡
国
際
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
約

二
百
七
十
人
が
参
加
し
た
。
若

手
卒
業
生
が
中
心
に
な
っ
て
二

年
前
か
ら
発
足
し
た「
元
気
会
」

の
メ
ン
バ
ー
が
初
め
て
合
流
、

盛
大
に
盛
り
上
が
っ
た
。
川
畑

理
事
長
（
八
日
会
会
長
）
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
八
ち
ゃ
ん

堂
の
川
邊
義
隆
社
長
（
経
38
）

ハ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ス
の
髙
橋
德
記

会
長
（
体
49
）
に
よ
る
「
食
と

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン=

写
真=

が
あ
り
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
に
ぎ
わ
っ

た
。

◆有信会の主なスケジュール◆

月　日　　　予定行事
４／２　大学入学式
中　監査
19　古賀支部総会
21　第１回理事会

５／８　在学生との懇談会
15　北九州支部総会
中　佐賀支部総会
16　商大開設 60周年祝賀会
17　ホームカミングデー
26　第２回理事会
28　柳川支部総会
下　山口、日田各支部総会
30　法学部創立 50周年式典

６／５　東京支部総会
６　宗像支部総会
中　福岡銀行、宇部、太宰府
　　各支部総会
27　有信会会員大会

７／３　岩国支部総会　
４　佐世保、沖縄各支部総会
７　第３回理事会
上　久留米、山鹿植木、八代、

　　　　広島各支部総会
　　12　筑紫野支部総会
中　神戸、京滋、伊都、肥後
銀行各支部総会
［注］上中下は上旬、中旬、下旬

発行所
福岡市城南区七隈 8-19-1
　　　　　　福岡大学内
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正光印刷（株）

母校へ熱い思い新た

Ｈ
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
５
／
17

新
年
交
歓
会

ー
母　

校

賀詞交換会ー有信会

創
立
75
周
年
へ
多
彩
な
行
事

笑顔がはじける有信会の賀詞
交換会

新
年
の
あ
い
さ
つ
も
は
ず
む
母
校
の
新
年
交
歓
会
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